
「ひとは作業をすることで元気になれる」を日本作業療法士協会では提唱し、

作業＝生活行為とは「人が生きていくうえで営まれる生活全般の行為」と

位置づけています。

これらを自ら行い役割を持つことの波及効果を中心に認知症の方への

作業療法の考え方を説明していきます。

講師:三沢 幸史

令和５年度
稲城台病院 認知症疾患医療センター関係者向け研修

講演:

その人らしい活動・
参加をすることの効果

日時:2024年1月20日(土) 13:30-15:30 受付 13:00

場所:東京南看護専門学校 3階講堂

費用:無料

開催方法:会場参加 または オンライン(ZOOM)

申込方法:この用紙をFAXにて郵送 もしくは WEBから →

お問合せ先 

稲城台病院認知症疾患医療センター 
TEL：042-331-5533
FAX：042-331-5552（直通）

一般社団法人 東京都作業療法士会 副会長

多摩丘陵病院 前リハビリテーション技術部部長



＊オンライン参加を希望される方は、必ずメールアドレスをご記入ください

＊オンライン参加者には開催の約1週間前にご案内と資料をメールにて送付します

〇会場案内

最寄り駅 

京王相模原線 :若葉台駅

小田急多摩線 :はるひ野駅

JR南武線    :南多摩駅

いずれも病院から送迎バスあり 

https://inagidai-hp.com/access-2/

駐車場 

稲城台病院有料駐車場は台数に限りがございます。
公共の交通でお越しいただくようお願いいたします。 

所在地

〒206-0824 東京都稲城市若葉台 3-8-2 東京南看護専門学校 (稲城台病院併設)   

〇参加申し込み書 FAX：042-331-5552 〆切 1月10日 

所属機関名

所在地 〒

連絡先

℡:

FAX:

Mail:

お名前① 職種

お名前② 職種

希望参加形態
会場 ・ オンライン

※どちらかに〇をつけてください

送迎バスの
時刻表はこちら
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